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第１０回北広島市子どもの権利条例検討委員会議事録 
  日時：平成１９年２月１日（木）１８：００～ 
  場所：芸術文化ホール活動室 
 
配布資料  ①各部会のアンケート（当日配布） 
      ②こどけんプレゼンツ 札幌市議と共に考える「札幌市子どもの権利条例」 
       参加者アンケート (参考資料） 
      ③北広島市子どもの権利条例子ども委員会設置要綱 (委員提案資料) 
      ④子ども委員会の日程について (委員提案資料) 
      ⑤志免町子どもの権利条例（当日配布） 
      ⑥白山市子どもの権利に関する条例（当日配布） 
 
委員長：それでは第 10回目の検討委員会を始めたいと思います。今日は重要な内容を検討
しますので、どうぞよろしくお願いします。まずは、それぞれの部会でアンケート調査を

実施中ですので、部会長さんから報告していただきたいと思います。まずは幼児・親部会

からお願いします。 
 
幼児・親部会長：12月 26日に部会の会議を開催しまして、最終的なアンケートの確認をし
ました。その中で数ヶ所変更がありましたけども、大きな変更はありませんでしたので、

そのまま印刷して、1月 17日に保育園 4園、1月 24日に幼稚園 3園にアンケートのお願い
に行ってきました。そして本日事務局でアンケートの回収をしてきております。以前の検

討委員会で園児のアンケートの方法について話がでましたが、幼児・親部会として、聞き

取りでは園児の本音を聞き出せないという判断となり、保護者の方にお願いすることとな

りました。以上です。 
 
委員長：ありがとうございます。それでは次に小中高校生部会からお願いします。 
 
小中高校生部会長：みなさまのお手元に小中高校生部会のアンケートがあるかと思います。

内容は子ども用４ページ、大人用４ページとなっており、部会で会議を開催し決定したも

のです。アンケートの実施方法ですが、学校から配布をし、家庭に帰って回答してもらい、

記入したアンケート用紙を封筒に入れ、のり付けしてもらい、学校に提出してもらうとい

う方法に決定しました。決定する段階では全会一致という形はとれなかったのですが、多

数の意見ということで決まりました。対象につきましては、小学校 5年生、中学校 2年生、
高校 2 年生の生徒さんにお願いしたいと思っています。小学校、中学校については各１ク
ラスずつ、高校については、北広島高校 50名、北広島西高校 50名、白樺養護高等学校 20
名、みらい塾 10名で考えています。保護者については、対象数は決まっていませんが、で
きるだけ多くの人数からとりたいと思っています。 
 
委員長：ありがとうございました。保護者のアンケートについて、もう少し詳しく話して
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いただけないでしょうか。 
 
小中高校生部会長：生徒の半分位と考えています。各地区から１校ずつというようになる

と思いますが、まだ決定はしておりません。 
 
委員長：わかりました。ご質問はどうしましょうか？ここで半分に分けて、幼児・親部会

と小中高校生部会に対する質問を受けたいと思います。委員のみなさまどうでしょうか？ 
 
委員：小中高校生部会に質問します。前回の検討委員会で小中高校生については郵送で回

収という話になっていたと思いますが、なぜ学校で回収するということになったのです

か？ 
 
小中高校生部会長：前回の委員会で決定されましたでしょうか？ 
 
事務局：事務局から補足しますが、最初の段階では郵送費の都合から、回収方法につきま

しては、先程小中高校生部会から説明があったような方法でお願いしてきました。委員か

ら質問があった前回の委員会の内容につきましては、予算の範囲内でやりくりをして、返

信分の郵送費についてはなんとか対応していきたいということを委員会で投げかけまして、

最終的には各部会で決定していただくということになっておりました。 
 
委員：では、郵送費はあるということですね？ 
 
事務局：現段階では小中高校生部会から具体的な対象数をうかがっておりませんので、な

んとも言えませんが、前回もお話しましたが、一番デリケートな小中高校生ですので、予

算には限りがありますが、返信分の郵送費は対応していきたいということを伝えておりま

す。 
 
委員：小中高校生部会のアンケートに関する会議の前に、委員を通して私自身の考えを伝

えてもらいました。全体の中で、本当に子どもの意見を聞けるところは小中高校生部会で

あると思います。幼児・親部会では、親を通しての回答となるため、本音のところまでは

聞くことはできないと思っています。ですから小中高校生部会のアンケートについては、

できれば郵送費がとれる決まった数は全て子どもにあててほしいです。また、小中高校生

については思春期で身近な大人に自分の本音を語れない状況であると思います。学校に提

出するということは、もしかしたら、そこで中身を開けられてしまうかもしれないという

思いがあると思います。そうすると安心して本心を語れないと思います。郵送による返信

ということになれば回収率が下がるかもしれませんが、本当に聞いてほしいという切実な

思いを持った子どもの意見が回収できると思います。郵送費がとれるのであれば、私は郵

送による回収を希望します。 
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小中高校生部会長：部会の中でもそのような意見があったのですが、できるだけ多くのア

ンケートをとるのであれば、学校で回収したほうが良いですし、アンケートにも記載され

ていますが、アンケート用紙を封筒に入れてのり付けして提出してくださいという形であ

れば、充分子どものプライバシーも守られると考え、部会としてはこういった決定となり

ました。 
 
委員：多数のアンケートをとるということですが、たくさんのサンプルをとっても、本当

の子どもの心を聞けなければ、子どもの権利条例というものが表面的なもので終わってし

まうと思いますので、数は少なくても子どもの本心を聞けるアンケートが必要であると思

います。 
 
委員長：この部分は非常に重要な議論であると思います。みなさんのご意見を伺いたいの

ですが、どうですか。 
 
委員：おっしゃっている内容は、封筒を開封して中身を見られるということが危惧される

ということでしょうか？そうであれば、私はおかしいと思います。まさか学校が目印など

をつけて中身を見るということは全く有り得ないと思います。そういった気持ちは事前指

導の中でなくすることができると思います。それでも、そういったことを考えるのであれ

ば、学校に失礼となるので、アンケートは止めたほうがいいと思います。また、予算があ

るからといって、いくらでも使ってもいいということにはなりません。他に方法があるの

であれば、費用がかからない方法のほうが良いのではないのでしょうか。是非、学校を信

用してもらって、学校で回収していただきたいと思います。 
 
委員：世の中の大多数の大人は善良な人であると思います。しかし、一定の割合で問題の

ある大人も存在しているということも事実であると思います。学校の教員の中でも普通の

人の集団ですから、一定の比率で問題のある人は存在していて、それは新聞等でも体罰、

飲酒等のニュースがあることからも明らかであると思います。また、子どもが被害にあう

事件というのも毎年多数あるわけですが、加害者の 6 割から 7 割は親などの身近な大人で
あります。先程の発言で学校に失礼であるという意見がありましたが、逆に学校側が生徒

や保護者の気持ちを考えて対応していくべきではないかと考えます。私自身は自分の職業

について触れたことはありませんが、教員をしております。昨年いじめを助長するような

ことをした教師がいて、残念な結果を招いてしまい、大変な問題となりました。そういっ

た言動をする教師はたくさんいるとは言いませんが、一定の割合で存在していると思いま

す。ですから、こういったデリケートなことを考えるときに充分な配慮をして郵送による

回収のほうが良いと思います。また、実際に回収された封筒に印をつけて、あとで開封す

るというようなことは理論上可能であります。北広島市内でそういったことをする教師が

いるという意味ではありませんが、やる気になれば可能であるということです。そういっ

た不安を払拭するために郵送のほうが良いと思います。 
 



 - 4 - 

副委員長：私は基本的には小中高校生部会で決定した方法に賛成です。ただ危惧される部

分があるということですので、それを払拭するためにこういった方法はどうでしょうか。

学校で回収するときに、それを大きな封筒に入れて、生徒の前でそのまま封をして事務局

に送付するということではどうでしょうか？ 
 
委員：私は学校の教頭という立場でありますが、自分の学校の先生を信用しておりますし、

北広島市の先生達も信用しております。プライバシーの心配については、学校を信用して

もらいたいと思います。 
 
委員：アンケートの回収率からするとやはり回収方法にかかってくると思っています。先

日、道教委でいじめに関するアンケートが実施されましたが、回収率はほぼ 100％でした。
回収方法は、学校で回収をし、そのまま開封しないで道教委に郵送するというものであり

ました。副委員長から出たような回収の方法もありますし、プライバシーを保護するため

に色々考えれば良いと思います。 
 
委員：私は小中高校生部会のメンバーなのですが、部会の会議の中で唯一意見が分れたの

ですが、その中で私が持っていった文書を読み上げたいと思います。中学生、高校生は年

齢的に今まさに思春期にあり、大人（親や先生などの身近な人に対しても）に対して本心

を素直に語ることはできません。本人にとって親だからこそ、先生だからこそ言えない部

分があります。同様に思春期を過ごしてきた自分の経験からしても、中学生、高校生は一

般的には大人を安心できる存在と考えているとは限らないのです。私達の子どもの権利条

例検討委員会において、この小中高校生部会がアンケートで児童・生徒の生の声を直接に

聞く唯一の部会となります。そして子どもの権利条例検討委員会だからこそ今回のアンケ

ート回収方式においても、子どもの人権を大切に思い、子どものプライバシーを尊重し、

少しでも子ども達がアンケートに答えやすい環境を整えることが私達の果たすべき役割だ

と思います。幸い昨年 12 月の市議会子どもの権利条例に対して具体的な質疑応答があり、
アンケートの郵送費に対して予算もつきました。あなた達の素直な率直な声を聞きたいと

いう私達からの心からのメッセージを込めて、今回のアンケートについては郵送回収方式

で取り組むべきであると思います。また、具体的な方法についてですが、料金受取人払方

式というものがあります。一人一人に切手を配るのではなく、実際に返送されたものに対

して料金を支払うという方法です。 
 
事務局：今のお話の中で一点だけ訂正させていただきます。「12月の市議会でアンケートの
郵送費に対して予算がつきました。」という部分は事実とは異なります。なんとかやりくり

をして予算内で目途がついたということを申し上げております。 
 
委員長：みなさんの意見を伺ってきましたが、意見が分れております。 
 
委員：アンケートを自宅に持ち帰って記入して学校に提出する方法と、郵送によって提出
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する方法では、そんなに回収率が違うのでしょうか？ 
 
委員：配布するのは学校を通してで、回収は郵送ということであれば、先生達はどうして

ということを考えると思いますが、そこでどのように答えるのですか？最近の教師は信用

できない人が多いからということでしょうか？それを教師が聞いてどのような気持ちにな

るでしょうか？私はこういうのには耐えられないです。 
 
副委員長：回収率については、学校に提出する方法と、郵送によって提出する方法では天

と地の差があると私の経験上言うことができます。 
 
委員長：だいたい意見は出たのではないかと思います。この問題については小中高校生部

会の中でも充分議論したと思いますし、本日の委員会でも議論をしてきました。この状況

を収束するためには、小中高校生部会に任せて、プライバシーを最大限配慮して学校で回

収ということでどうでしょうか？ 
 
委員：学校の先生を信用するとかしないとかということではなく、中学生、高校生という

大人になりかけている子ども達の気持ちというのは、先生や大人のことを信用しようとし

て頑張っている時期にあると思います。そういった中では回収率の問題ではなく、子ども

の本当の気持ちを聞くということが、大事であると考えます。 
 
委員長：アンケートは記述式ではないので、本音を隠すという部分では、そんなに心配な

いように思うのですが、どうでしょうか？ 
 
委員：条例を作るためのアンケートなので、アンケートの内容を追及されるという意味の

ものではありません。また、私は教員という立場から、先生達を信頼していますので、学

校を通して回収しないのであれば、最初から学校を通さないで行ったほうが良いと思いま

す。 
 
委員長：この問題について、議論してきましたが、部会の意見を尊重していただき、学校

で回収するということでどうでしょうか？ 
 
委員：最終的には部会で判断されることだとは思うのですが、これから子どもの権利条例

を作成していく中で考えていかなければならないことが、この議論の中にあると思うので

簡単に意見を述べたいと思います。まず、誤解してほしくないのですが、先生がアンケー

トの中身を見るということは思っていません。生徒自身が教師や学校をどのように思って

いるのかということを考えると、生徒によっても違いがあると思いますが、私が付き合っ

た生徒の中には、先生に質問をしたら、内申を下げられると言った生徒がいました。大人

が考えもつかないことを本気で考えている生徒も中にはいるということです。また、アン

ケートを学校で回収することに生徒が不信感を持つのではないかということに対して、担
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当する教師に失礼だとの意見がありましたが、このことを失礼であると考える教師がいる

のでしょうか？教師を信じられない生徒がいたときに無理に信じさせるのではなくて、信

じられないのであれば、それに配慮するべきではないでしょうか。学校が善なるものであ

るという考えではなく、もっと子どものことを考えていくべきではないかと思います。 
 
委員長：それでは、みなさんに納得していただいたとは思っていないのですが、先に進ま

ないので、次に進みたいと思います。今日の終わりに少し時間を取りますので、納得がい

かない方については、そのときにお願いします。次は地域部会から報告をお願いします。 
 
地域部会長：アンケート内容ですが、前半部分は市政モニターの項目、後半部分は地域部

会の独自の内容となっています。現在約 120 部のアンケートが回収されています。行事な
どに参加して回収した部分が多いのですが、その他に民生委員から 10 部、大学生から 25
部、サークル等から 20部、この後も若干ですが回収できると思います。以上です。 
 
委員長：最後に指導者部会からお願いします。 
 
指導者部会長：アンケート対象数はおよそ 100 人です。すでに配布済であり、少しずつで
すが回収されてきています。以上です。 
 
委員長：みなさん、内容等について質問はありませんか？ 
 
委員：指導者部会のアンケートについて質問したいのですが、設問７－１「あなたはこの

４つの権利を子どもに教えることについてどう思いますか？ ①良い ②悪い ③わから

ない」はどのような意図で作成したのでしょうか？この委員会は子どもの権利について広

くみなさんにわかってもらいたいというものなのに、この設問は後ろ向きでネガティブだ

と思います。 
 
指導者部会長：これはネガティブでしょうか？子どもの権利に対して様々な意見を持って

いる人がいます。そういった意見を聞くための質問となっています。 
 
委員：子どもの権利に対して様々な意見を持っている人がいるというこはわかります。た

だ今回のアンケートについては子どもの権利条例を広く知ってもらいたいという啓蒙的な

意味も持っていると思います。 
 
委員：少しよろしいでしょうか？設問７－１の前に設問７があります。その中で具体的に

権利とはどういうことかについて触れているので、設問７を回答した上で設問７－１を読

んでもらえれば、誤解が生じないということではないかと思います。 
 
委員：わかりました。すみませんでした。 
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委員長：他に質問等がなければ、これで各部会からの報告を一旦終了しまして、議題２の

フォーラムについての説明を事務局からお願いします。 
 
事務局：議題２について説明いたします。日時は 3月 4日の 13：00から 16：00まで、場
所は芸術文化ホールの活動室 1・2、内容についてはまず委員長に挨拶をいただき、山谷先
生、千葉先生に講演をしていただきます。講演の後にはそれぞれ参加者から質疑を受ける

予定です。講演終了後に検討委員会としての勉強会ということで、講師の方との意見交換

会の時間を 1 時間程度設けております。今後条例を作成していく段階で、講師の方の知恵
を借りなければならないこともあると思いますので、参考にしていただければと思います。

この準備に関しましては、検討委員会の委員さんが中心となり、事務局側は黒子のような

形で動いてはどうかと考えています。司会につきましては副委員長の 2 人にお願いをした
いと考えています。啓発については事務局で行います。次の参加者募集についてですが、

委員のみなさまにそれぞれの環境の中で声を掛けていただき、人数を集めていただければ

と思っております。横幕、演題は事務局で用意します。意見交換会の質問事項についてで

すが、事前に質問事項を整理しておいてほうが、1時間を有意義に使うことができると思い
ますので、委員長・副委員長に是非その整理をお願いしたいと思います。また、小さなお

子さんを連れて参加される方もいらっしゃると思いますので、託児室を用意いたします。

市のほうで保育士を 2 名程度用意したいと考えています。参加者へのアンケートについて
ですが、配布資料の中に札幌市のアンケートがありますが、これを参考にして事務局でア

ンケートを作成しようと考えています。また、参加者の方に対して、現在権利条例案を作

成中であるということをＰＲできたらということで、12月 1日号の広報で掲載されたもの
か何かを配布したいと考えています。また、前回の検討委員会から内容が変更している点

について説明をしたいと思います。講師としては 3 名の方がピックアップされておりまし
たが、会場が 3 月 4 日しか取れなかったということで、候補にあがった講師の方と日程調
整を行いました。その結果、前回候補にあがっていた山谷先生と、他の候補の方のスケジ

ュールが合わなかったため、委員の数名から推薦をいただいていた北海学園の千葉先生に

打診をし、了解をいただきましたので、この 2 名に決定しました。年明けに事務局で大学
に行き、内容等の調整をしております。 
 
委員長：それでは、質問はありませんか？ 
 
委員：意見交換会での質問事項については、事前に講師の方にお渡しするということです

か？ 
 
事務局：事前にはお渡しする必要はないかと思っています。 
 
委員長：議題３の今後のスケジュールということですが、事務局から説明をお願いします。 
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事務局：前回の検討委員会の中で、全体の流れがよく見えないという意見がございました

ので、事務局で整理いたしました。お手元にあるスケジュールの表を見ていただきたいと

思います。今まで約 1年間の議論を積んできました。このスケジュールは平成 19年 12月
の市議会に条例案を提出するという前提で逆算したものですので、実際にはかなり厳しい

スケジュールになっているかと思います。まず検討委員会についてですが、月 1 回程度開
催しておりますが、今後もこのペースで開催していきたいと思います。それに見合うよう

に市役所内部のプロジェクト会議も行っていく予定です。市民対象の調査ですが、現在ア

ンケート調査を実施しているところであります。このまとめを 3 月と 4 月で行い、その結
果報告を 6 月中に広報に載せたいと思っています。一方では市民向けの啓発イベントとし
て、3月 4日にはフォーラムを開催し、6月にシンポジウム、8月に子ども向けのイベント
という形でやっていければと思っています。広報については逐次活用していく予定です。

既に 12月 1日号に特集を掲載しており、今後はイベントの開催案内、アンケートの結果報
告、条例素案についてはパブリックコメントということで、市民の意見を伺う形の広報も

していかなければならないと考えております。もう一つの作業としては、アンケートを終

えた後に条例案の作成ということで、4月以降に条例素案の検討、起草委員会の設置とあり
ますが、起草委員会については議論があると思います。19 名の委員で検討していくのか、
人数をしぼって起草委員会のようなものを作るのかということです。そして夏までに条例

素案を決定し、中間答申、パブリックコメントで修正があるところは修正をし、10 月中に
は最終答申の完成、平成 19 年 12 月議会に提案できればと考えております。条例としては
平成 20年 4月からの施行となる予定です。スケジュールとしてはこのような流れです。ま
た、現時点で権利条例の作成に向けてどのようなことをやっているのかということを整理

してみたのですが、一つの流れとしてアンケート調査を実施しながら子ども達の実情を知

るという作業をしているのではないかと思います。次の流れはこのような実情を踏まえる

と条例の基本的な方針というものが浮かび上がってくるのではないかと思います。また、

その一方では市民に対してイベント等を通して、なぜ子どもの権利条例が必要なのかとい

うこともやっていかなければならないというように考えています。このように大きく 3 つ
の流れがあり、並行して作業しているところだと思います。 
 
委員長：4月から条例素案の検討とありますが、現在のアンケートの集計結果を踏まえなけ
れば、条例素案の検討はできないのではないかと思います。また、子どもイベントとあり

ますが、それに関係して子ども委員会を設置するかどうかという問題もあります。子ども

委員会設置という項目がこのスケジュール表の中に入るのではないかと思うのですがどう

でしょうか？ 
 
事務局：委員長が言われたとおり、まずは現在行っているアンケート調査から何を読み取

るかですね。これが全ての議論のベースになると思います。条例素案の検討ですが、それ

ぞれの部会のアンケート調査結果を全体として整理して、基本的な方針を検討していくこ

とが必要だと思います。そのような柱ができた段階で実際の条文作りに入っていくのだと

思います。次に子ども委員会についてですが、この後に委員さんから提案があると思いま
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すが、まず設置するかどうかという議論があると思います。設置するとしたらどのタイミ

ングが良いのかということもあります。また、具体的にはどのようなやり方で設置すると

いうことも議論していかなければならないと考えています。 
 
委員長：それでは、必ずしも 4 月から条例素案の検討に入るというスケジュールに縛られ
ることはないということですね？アンケートがどうなるかによるということですね？ 
 
事務局：素案の検討ということの中にアンケート結果の読み込みが入ってくるのではない

かと思っています。期間が重なっていますが、アンケートが早くまとまった部会は、早く

から議論していけるのではないかと思います。 
 
委員長：わかりました。 
 
委員：アンケート結果の検討ということは非常に大事ですが、素案の検討ということはア

ンケート結果の検討をしなければできないということではないと思います。例えば基本に

あるのは子どもの権利条約ですので、条約を読んで、条例をイメージするとか、他の自治

体で条例が作成されておりますので、それを参考にしてイメージすることもできると思い

ます。こういったことを 3 月くらいから始めてもいいと思います。実際に作ってみないと
細かい問題点が見えてこないということもありますので、できるだけ早く着手したほうが

いいと思います。 
 
委員長：他の自治体の条例等もありますが、北広島市らしい条例ができればということで、

アンケート結果を委員のみなさんの共通認識として持ったほうが良いと思います。今後ア

ンケートの集計についてですが、それぞれの部会の事務局が実施するということです。大

変だと思いますが、よろしくお願いします。他に質問はありませんか？ 
 
副委員長：まず、４部会のアンケート結果を全体としてまとめていく作業が必要であると

思います。また、4月に人事異動があり、事務局のメンバー等が変更となり大変になると思
いますので、その辺の見通しもあったほうがいいのではないかと思います。 
 
委員長：それでは、議題４の子ども委員会についてですが、どうでしょうか？ 
 
事務局：子ども委員会については別紙で提案資料が配布されておりますが、本日は時間が

ありませんので、次回の検討委員会をできるだけ早い段階で開催し、このことについて検

討してはどうかと思います。また、本日の前段で小中高校生部会のアンケートの回収方法

について議論がありましたが、まだ議論が途中となっておりますので、整理していただい

て本日は終了したいのですが、どうでしょうか？ 
 
委員長：できれば、提案された委員から簡単に説明していただきたいと思うのですが。 
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委員：前回に配布した手書きの資料をより具体的にした内容となっております。 
 
委員長：それでは、本日はこれで先送りさせていただきます。最後に小中高校生部会のア

ンケートの回収方法についての議論に戻ります。ご意見はありますか？ 
 
副委員長：方法としては学校での回収とし、小中高校生部会の中で、子どものプライバシ

ーを最大限配慮した形での回収方法を考えていただくということでどうでしょうか？ 
 
委員：個人的には子ども達みんなにアンケートを郵送してもらうのが良いと思っているの

ですが、折中案として、思春期にある中学生・高校生は郵送で回答してもらい、小学生に

ついては、回収方法について学校からきちんと説明していただき学校から回収するという

ことでどうでしょうか？ 
 
小中高校生部会長：できれば学校を信用していただきたいと思います。回収時に校長・教

頭に立ち会ってもらうなど、子どもの不安を払拭することはできると思います。生徒との

信頼関係を壊すようなことはしたくありませんので、ご理解いただければと思います。 
 
委員長：保護者等からの学校に対する不信感というものがあるということは認めざるを得

ないと思いますが、是非小中高校生部会にお任せいただいて、先程から議論となっている

ことについて最大限配慮いただいた形で実施してもらうということでどうでしょうか？ 
 
委員：副委員長さんが言われたようにプライバシー等に配慮した形で回収する分には良い

と思います。学校で回収することに懸念があるのは、学校を信用できないということでは

なく、子どもの中に大人を信用できない人がいるということだと思います。そのことにつ

いても、これはアンケートということで、事前に充分な説明があればクリアできるのでは

ないかと考えます。 
 
委員長：他にはどうでしょうか？それでは、小中高校生部会に一任した形で、先程から申

し上げている結論といたします。次回の委員会ですが、2月 21日ということですが、よろ
しいでしょうか？それでは 2月 21日とさせていただきます。 
 
事務局： ひとつ連絡事項があります。3月 25日に山梨学院大学法科大学院教授の荒牧重人
教授による講演会があります。場所は中央公民館です。時間については未定です。荒牧先

生は川崎市子どもの権利条例検討委員会の委員長だったということで、全国的にも先進的

な取組みをされた方です。主催は実行委員会ということですが、市も後援ということで協

力しています。以上です。 
 
委員長：時間についてはいつわかるのでしょうか？ 
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事務局：3月 4日のフォーラムのときに、3月 25日の講演会のパンフレットを配りたいと
いうことを聞いておりますので、その時には時間帯もわかっていると思います。 
 
委員長：それでは本日はこれで終了したいと思います。みなさんお疲れ様でした。 


